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MPLAB-X の CCS インストールと組み込み方法 

PICKIT3 等のライタを使用する場合は Device のプログラムは ccsload ではできません 

ので MPLAB-X を用いてください。 

PCWH を用いる場合は書き込みとデバッグは可能です。 

この場合 PICKIT3 はあらかじめ MPLAB-X で F/W を最新にしてください。 
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  以下を参考に Plagin の確認をし、必要に応じて install ください 
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Options でディレクトリを CCS のコンパイラがある位置に変更ください。 
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アセンブラは初期値で以下となっています。そのままで結構です 
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プロジェクトを作成しソースファイルを指定し、 

Run - Clean and Build   Main Project で以下の様に CCS コンパイラを呼び出し 

コンパイルが完了します。 
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Programming は以下で行います 
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MPLAB-X はクローズしてください。 

PCWH(D)を立ち上げます 

PICKIT3 を用いています。 コンパイルしプログラムします。 
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  デバッグの場合は以下の設定となります。 
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ボードのスタンドアロン動作のためには忘れずに ICD=TRUE をコメントアウトして 

 コンパイルしておきましょう。 


